
所属・氏名 事務局からの回答

1
多摩区食生活改善推進員

連絡協議会
青木　義明

第６期多摩区地域福祉計画を構成する、事業２３「多摩区食
生活改善推進員連絡協議会の支援」の取組とも連動し、重
点的な取組「情報提供の拡充」の中で取り組んでいきます。

2
多摩区こども総合支援

連携会議
有北　いくこ

P１４については市計画の部分になります。読みやすいレイ
アウトになるよう、担当所管課に伝えました。
「地区の概要」に関する御意見については、資料編の「（４）
多摩区町丁別に見た地区組織」にまとめて記載しています。
別紙１「資料編」を御確認ください。

3
多摩区社会福祉協議会

地域課
内田　由美子

ご指摘の箇所について修正いたしました。
別紙１「資料編」を御確認ください。

4
学識経験者

（田園調布学園大学）
和　秀俊

5
多摩区民生委員児童委員

協議会
近藤　充紀

地区によって特徴に違いがあり、取り組むべき課題はそれ
ぞれ異なっています。第６期計画の重点的な取組「地域の
支え合い活動の推進」において、ご指摘いただいた視点を
取り入れながら、その地区の状況に応じた取組を進めてい
きます。

6
区長推薦
山口　正芳

（１）地域包括ケアシステムの実現に向けて、重点的な取組
を中心に推進していきます。
（２）町会や自治会への働きかけは継続しながら、それ以外
の地域活動団体との連携についても検討していきます。
（３）それぞれの取組における役割分担を確認しながら進め
ていきます。
（４）第６期計画の重点的な取組「情報提供の拡充」の中で、
これまで地域活動との関わりがあまりなかった区民の方に
向けての働きかけについて取り組んでいきます。
（５）地域の方々で行うワークショップ等の場面で、地域情報
を共有するツールとして使用していくこと等を想定しておりま
す。
（６）各団体の意向を確認し、必要とされる支援について協
議しながら進めていきます。
参考：「長沢荘寿の里」について、令和３年４月以降の取り扱
いについて注釈を記載いたしました。
別紙２「地区内の保健福祉活動資源」を御確認ください。

所属・氏名 事務局からの回答

1
多摩区食生活改善推進員

連絡協議会
青木　義明

今までと同様のアプローチでは対応できない事例が増えて
います。区民・団体・民間・行政の連携が重要になると考え
ています。

2
多摩区こども総合支援

連携会議
有北　いくこ

根拠となる数値等は残しながら、見やすくなるよう修正いた
しました。
別紙３「第６期多摩区地域福祉計画概要版」を御確認くださ
い。

3
多摩区社会福祉協議会

地域課
内田　由美子

業者印刷の納品物では鮮明な文字、画像での仕上がりにな
る予定です。

4
稲田地区社会福祉協議会

大津　努

5
学識経験者

（田園調布学園大学）
和　秀俊

概要版は誌面に限りがあり、御指摘の内容を盛り込むこと
が難しい状況です。
関係団体や事業者の説明は注釈となりますので、文字を小
さくして記載いたします。
別紙３「第６期多摩区地域福祉計画概要版」を御確認くださ
い。

6
地域包括支援センター
（しゅくがわら）
小林　由紀

令和２年度第４回多摩区支え合いのまちづくり推進会議　表決書　取りまとめシート

（１）「地域包括ケアシステム」は更に強力に進めるべき
（２）地域コミュニティの活性化に対して、直接活動する町会、自治会に
おおいに協力要請を
（３）区民・団体・民間・行政の連携はだれが責任者でどこが直接活動
するのか、どこが最終まとめるかを明確化して活動を
（４）高齢者になる前の若年層への働きかけ（参加・協力・活動要請）が
少ないのでは
（５）「地区カルテ」の具体的な活用方法は
（６）各事業での「支援」等の具体策は各グループと協議のこと
参考　P５２「長沢荘寿の里」　移転・建て替え令和３年中移転、令和７
年までに建て替え

第６期多摩区地域福祉計画（案）全体についての御意見

「第６期多摩区地域福祉計画概要版（案）について」の御意見

コロナの影響で活動がほぼ中断していますが、当協議会は全国組織
で地味ながら地域に貢献していけると思います。特に多摩区の会長が
川崎市の会長を兼ねていることから、全県を飛び回っています。（かわ
さき市政だよりたま版２０２１．２．１号で表紙を飾っています。）高齢化
を迎え会員も少しずつ減っておりますが、多摩区だけでも１００名近くの
会員数を抱えています。これから会員増強も図りたいと思いますので、
何らかの形でPRをしていただければ幸いです。

P１４　表の「権利擁護」右「令和７年に向けてめざす姿」の枠内の文字
の大きさが不統一で見にくい。
P３９～「４　地区の概要」の中に各町会名、自治会名を入れては？せ
めて数だけでも。同じく民生委員児童委員活動の地区名（数）、委員の
人数を入れては？

P110（５）登戸地域包括支援センター、P１１２（８）多摩区あんしんセン
ター、（９）福祉パルたまの所在地を修正してください。
誤：多摩区登戸１７６３　ライフガーデン向ヶ丘２F
正：多摩区登戸１８９１　第３井出ビル３F

地区により建売住宅の増加による人口増があるが、この若年層年代の
方々が、将来的に高齢化した場合のことも、福祉計画では考慮した方
が良いと思います。

今まで議論し、検討してきた内容が反映されていると思います。

おひとり様、老夫婦等高齢弱者の存在が問題になっております。特に
コロナの影響でとじこもって色々と事故も起きています。
民生委員等だけでは足りないと思いますので、ボランティア等も含めて
十分ケアが必要と思います。
都会の場合は隣近所との付き合いがほとんどなく、孤立していると思い
ます。

概要版なのだから、もう少し文言を整理して、スッキリ見やすく一目で
理解できるようにしてはどうでしょう。文字が多くて読む気にならない人
もいると思います。
例えば）総人口のところ　２２１，８３３人→減少・超高齢社会
出生数・～　２，１３７（１．３１）（H２７）→減少（低下）　　等

印刷の関係とは思いますが、文字が薄いように感じます。
（実物はもっとはっきりとした色になることとは思いますが）

指摘申し上げることはありません。
本年も顔晴り（がんばり）ましょう！

委員の意見も反映され、細かく見やすい資料になっていると思います。
今回の推進会議は自らを振り返るよい機会になったと思っております。
今後の業務、または自身の生活に活かしていきたいと思います。
貴重な時間をありがとうございました。

「地域福祉計画の進め方」の下部に、計画（案）のP１０１の体制図があ
るとより分かりやすくなると思います。
関係団体や事業者の説明は※で文字を小さくして載せるのはいかがで
しょうか？


